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Physical education classes for junior high school students with disabilities-A survey in the Kinki Region 
Masaaki Shimomura1)， Chihiro Kanayama2)， Masahiro Yamasaki3) 
The purpose of this study was to investigate the status of physical education classes for junior high school 
students with disabilities in the Kinki Region of ]apan. Valid responses were received from 80 of 200 schools 
targeted for the survey (collection ratio: 40%). 
It was found that in nearly al schools physical education classes for students with disabilities were conducted 
while maintaining interaction with regular classes. Physical education teachers felt the significance of having 
students with disabilities participate in regular physical education classes， but did not actively obtain qualifications 
or information on adapted sports. 
The difficulty of practicing team sports， machine exercise， swimming， and martial arts in classes for students 
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21-30歳 5 6.3 






無回答 3 3.7 
合計 80 100 
特別支援教育教員 33 41.3 
体育担当教員 33 41.3 






副校長 。 0.0 
校長 1.3 
特別支援教育コーディネーター 12 15.0 
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表3 中学校における障害のある児童の学年別・障害種類別内訳
項目 知的 情緒(自閉)肢体不自由 視覚 聴覚 病弱・虚弱 その他 障害児合計
1年
度数 20 18 8 5 3 2 2 58 
(%) 34.48% 31.03% 13.79% 8.62% 5.17% 3.45% 3.45% 100.0% 
2年
度数 24 17 8 5 2 2 59 
(%) 40.68% 28.81% 13.56% 8.47% 3.39% 3.39% 1.69% 100.0% 
3年
度数 27 13 13 3 59 
(%) 45.76% 22.03% 22.03% 5.08% 1.69% 1.69% 1.69% 100.0% 
障害児合計
度数 71 48 29 13 6 5 4 176 




度数 2 5 




























一学部通級常 通全常学て級 その他 複数あ回り答 合計
15 
19.2 
35 12 9 78 










































































































































































































































































































































































運動を好きになること 78 4.67 0.60 
運動を楽しめるようになること 78 4.73 0.53 
運動を自分で工夫して楽しむ力を養うこと 76 3.64 1.00 
友達と仲良くする態度を養うこと 78 4.36 0.74 
健康や安全に配慮する態度を養うこと 78 4.18 0.80 
体力をつけること 78 4.36 0.74 
運動技能を高めること 78 3.17 0.86 
肥満予防 77 3.62 1.08 
健康の保持増進 78 4.14 0.80 
スポーツ観戦を楽しめるようになること 78 3.29 0.94 
仲間と協力する態度を養うこと 77 4.21 0.77 
生涯(卒業後に)自ら運動に取り組めるようになること 78 4.01 0.81 
学外にあるスポーツ施設を活用できるようにすること 78 3.26 0.80 
最善を尽くそうとする態度を養うこと 78 3.87 0.96 
少人数のため指導しやすい 69 3.06 1.25 
児童生徒のベースで授業を行いやすい 69 3.49 1.17 
チーム種目を実施しやすい 69 2.52 1.26 
子どもたちにとって体育は重要である 74 4.69 0.72 
障害の状況に合わせて種目を選択している 73 3.60 1.36 
障害の状況に合わせてルールなどの工夫をしている 71 4.04 1.22 
障害の状況に合わせて用具などの工夫をしている 71 3.79 1.29 
障害の状況に合わせて評価法を工夫している 73 3.84 1.17 
体育の授業によって体力が向上している 74 3.78 0.86 
体育の授業によって協調性が養われている 74 3.64 0.99 
教師などの授業者の数は十分である 72 2.96 1.18 
体育用具や教材は十分そろっている 74 3.01 1.14 
人数が多く指導しにくい 72 2.06 1.09 
子どもたちの障害が多様でゲームができない 71 2.54 1.19 
実施できる種目が少ない 72 2.74 1.20 
障害児のための指導法がわからない 71 2.54 1.04 
評価法がわからない 70 2.51 1.00 
体育授業に校外からボランティアなどを導入したい 71 3.01 1.28 
健常児が障害を理解するのに有効である 76 4.20 0.83 
障害のある子どもが，ほかの子どもとの関係の取り方を学ぶのに有効である 77 4.18 0.85 
個別的配慮を行うことから健常児の体育を構成する上でも参考になる 77 3.48 0.85 
障害のある子どもが入ることで，授業の内容が豊かになり質も高まる 77 3.04 0.77 
障害のある子どものベースで授業ができない 77 3.04 1.1 
健常児が体育に満足するのは難しい 76 2.30 0.91 
健常児に負担がかかる 77 2.31 0.86 
授業を成立させるのは難しい 77 1.99 0.87 
障害のある子どもに適したスポーツがわからない 78 2.33 0.82 
教師は障害者のスポーツに関する知識が必要である 77 4.26 0.75 
障害児者のスポーツに関する情報は十分である 76 2.61 0.99 
障害児者のスポーツに関する情報を積極的に入手している 77 2.77 0.87 
障害児者のスポーツ指導に関する研修会が必要である 77 3.82 0.85 
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図1 体育祭等への参加状況
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